
あとがき

　第 80巻 1号は、東京薬科大学学長の平塚 明先生の巻頭言
から始まり、麻酔科学分野・集中治療部の今泉均教授によ
る最終講義、原著論文 3編、第 498回と第 499回の臨床懇
話会 2編の内容です。
　東京薬科大学は創立 141年の長い歴史を有し、これまで
多くの薬剤師を輩出してこられた名門大学ですが、本学同
様に基礎で学ぶ知識・理論と臨床現場での医療の実践との
関りを踏まえた教育の連携の重要性が改めて説かれていま
す。多職種連携教育を含め本学との教育・学術交流の更な
る充実が期待される内容でした。麻酔科学分野・集中治療
部の今泉均教授による最終講義は、ご自身のライフワーク
である敗血症性ショックの病態解明とガイドライン作成に
向けての臨床研究医としての着実な足跡と、新型コロナ重
症肺炎治療の最前線でのご尽力を窺い知ることができます。
　2020年 2月 3日、クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス
号の横浜港入港に始まるコロナ禍も早 2年が経過し、市中

感染はデルタ株からオミクロン株に置き換わる第 6波に突
入しました。臨床懇話会は、会場参加から Zoom参加へと
移行したことにより、大学 4キャンパスがネットワークで
つながり、参加人数も格段に増えて活性化しました。教育
面でも対面式講義とオンデマンド講義のハイブリッド形式
が定着しつつあり、学修効果も上がっているようです。また、
課外活動として医学科の学生達による自主的な研究活動も
活性化しました。「災い転じて云々」と一言では語れない 2
年間ですが、振り返れば、本学スタッフ達による各持ち場
での日々の努力の結実が随所に感じられる今日この頃です。
　本誌も第 80巻を迎えて、黒田雅彦編集委員長から後藤明
彦編集委員長へと「襷」が受け渡されました。新編集委員
長のもと、不断の歩みで本誌をさらに上質の学術誌にして
まいりましょう。
 （宮澤　啓介　記）
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